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厚
生
省
が
牛
乳
ポ
リ
容
器
の
使
用
を
認
め
た
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
都
市
の
清
掃
事
業
に
対

す
る
関
心
が
、
一
挙
に
高
ま
っ
た
気
配
が
あ
る
。

　
現
在
の
清
掃
事
業
は
、
も
っ
ぱ
ら
清
掃
作
業
員

の
活
躍
に
た
よ
っ
た
手
工
業
的
殴
階
に
あ
る
。
昔
、

と
言
っ
て
も
つ
い
十
数
年
前
ま
で
は
、
台
所
の
ゴ

、
、
、
や
紙
く
ず
、
落
葉
な
ど
の
ち
り
・
あ
く
た
を
小

さ
な
ほ
う
き
で
収
集
し
て
捨
て
れ
ば
そ
れ
で
済
ん

で
い
た
、
現
奔
で
は
、
質
・
量
と
も
に
大
幅
に
変

化
し
た
多
種
多
様
な
ゴ
ミ
が
殺
到
し
、
人
海
戦
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ち

で
は
も
は
や
と
う
て
い
太
刀
打
ち
で
き
な
い
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
清
掃
事
業

が
現
在
直
面
し
て
い
る
課
題
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
ゴ
ミ
の
質
が
変
化
し
た
こ
と
は
さ
き
に
も
述
べ

た
が
、
そ
の
第
一
は
、
い
わ
ゆ
る
「
粗
大
ゴ
ミ
」

が
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本

経
済
の
高
度
成
長
は
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
ス
チ

ー
ル
製
家
貝
、
ベ
ッ
ド
、
ビ
ア
ノ
、
乗
用
車
な
ど

の
大
型
耐
久
消
費
材
の
普
及
率
を
高
め
た
。
が
ん

じ
ょ
う
・
、
巨
大
な
ゴ
ミ
で
あ
る
こ
れ
ら
は
、
耐
用

年
数
　
　
使
捨
て
奨
励
政
策
の
た
め
に
ど
ん
ど
ん

短
縮
さ
れ
る

を
過
ぎ
れ
ば
、
大
型
ゴ
ミ
と
な

っ
て
路
上
に
放
り
出
さ
れ
る
運
命
に
あ
為
．
し
た

柴
　
田

徳
衛

が
っ
て
、
将
来
ま
す
ま
す
排
出
量
が
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
牛
乳
ビ
ン
で
急
激
に
注
目
の
的
と
な

っ
た
ブ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
の
混
入
率
が
ど
ん
ど
ん
高

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
焼
却
炉
の
中
に

ブ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
大
量
の
熱

が
出
て
焼
却
炉
は
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
有
害
ガ
ス

が
発
生
し
て
大
気
を
汚
染
さ
せ
る
。
焼
却
せ
ず
に

埋
立
て
た
場
合
に
は
、
腐
ら
ず
錆
び
ず
と
い
う
フ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
の
長
所
が
、
ゴ
ミ
処
理
の
時
点
で

は
そ
の
ま
ま
裏
目
に
出
て
欠
点
に
な
っ
て
し
ま
う
。

他
の
ゴ
ミ
は
消
滅
し
て
上
に
か
え
っ
て
も
、
ブ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス
は
永
久
に
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
ゴ
ミ
匿
界
で
は
、
さ
ら
に
も
っ
と
大
き
な
困
難

が
待
っ
て
い
る
。
高
度
工
業
化
社
会
は
、
大
量
の

産
業
廃
棄
物
を
生
み
出
す
。
昭
和
4
4
年
だ
け
で
、

五
九

Q
O
万
ト
ン
に
達
し
た
と
い
う
（
通
産
省
調

べ
）
、
　
都
市
に
よ
っ
て
は
、
家
庭
ゴ
ミ
の
一
、
、
三

倍
か
ら
ト
倍
も
の
量
に
な
る
し
、
何
よ
り
も
や
っ

か
い
な
の
は
ゴ
、
・
、
の
質
で
あ
る
．
た
と
え
ば
、
廃

硫
酸
、
廃
油
、
シ
ア
ン
そ
の
他
各
種
重
金
属
類
な

ど
の
よ
う
に
、
た
と
え
現
在
の
科
学
技
術
の
粋
を

つ
く
し
て
も
安
全
な
処
理
が
保
証
さ
れ
え
な
い
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
に
は
、
原
子
力

発
電
に
よ
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
固
体
廃
棄
物
も
大

量
に
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
清
掃
事
業
は
、
現
在
こ
う
し
た
行
政
需
要
に
直

面
し
て
お
り
、
大
改
革
を
断
行
し
な
い
か
ぎ
り
破

産
の
憂
き
目
を
み
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
改
革
の

、

つ
は
、
清
掃
年
業
員
の
労
働
条
件
の
改
善
と
い

う
古
く
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
都

市
行
政
に
お
け
る
清
掃
行
政
の
地
位
を
再
検
討
し

根
本
的
に
変
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
東
京

都
に
お
い
て
も
、
清
掃
局
は
ま
だ
一
現
業
局
に
す

ぎ
な
い
。
し
か
し
清
掃
事
業
は
、
公
害
、
下
水
道
、

港
湾
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
都
市
行
政
と
か
ら

み
、
ま
た
そ
の
基
幹
で
あ
り
、
現
在
の
都
市
問
題

の
最
先
端
の
分
野
を
さ
さ
え
る
事
業
で
あ
る
。
そ

の
任
称
が
呵
能
な
技
術
聞
発
、
人
材
養
成
が
ど
う

し
て
も
必
．
要
で
あ
る
．
清
掃
局
を
名
実
と
も
に
東

京
都
庁
の
エ
ー
ス
に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
清
掃
問
題
を
行
政
の
中
で
考
え
直
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
豪
華
な
ゴ
ミ
、
が
ん
じ
ょ
う
な
ゴ
ミ
と
い
う
怪

物
の
大
量
出
現
を
前
に
、
都
市
行
政
は
ゴ
ミ
処
理

の
ほ
う
の
立
場
か
ら
考
え
て
ゆ
く
時
代
に
は
い
っ

て
き
た
よ
う
だ
。

し
ば
た
・
と
く
え

都
立
大
学
教
授

財
政
学
・
都
市
問
題
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趨
第
二
次
補
正
予
算
、

校
用
地
買
収
な
ど
一

　
第
二
回
定
例
会
は
、
6
月
30
日
か
ら
7
月

8
日
ま
で
、
九
日
問
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
3
0
日
と
1
日
に
は
、
十
七
人
の
各
派
代
表

が
、
今
期
は
じ
め
て
の
質
問
戦
を
展
開
し
た
。

　
区
長
提
案
の
案
件
は
、
予
算
一
件
、
条
例

十
五
件
（
制
定
二
、
改
正
十
二
、
廃
止
一
）
、

財
産
取
得
一
件
、
人
事
一
件
、
区
道
認
定
九

件
の
計
二
十
七
件
で
、
報
告
案
件
七
件
と
と

も
に
、
す
べ
て
3
0
日
に
上
程
さ
れ
た
。

　
条
例
改
正
の
う
ち
七
件
は
、
区
の
施
設
の

位
置
表
示
や
所
管
区
域
の
変
更
だ
け
を
内
容

と
す
る
も
の
で
、
提
案
と
同
時
に
可
決
、
人

事
案
件
、
報
告
案
件
も
同
様
に
可
決
・
承
認

し
た
。

　
残
る
十
九
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
審
査

を
経
て
、
7
月
8
日
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

●
一
般
会
計
第
二
次
補
正
予
算
砧
職
熈
舩
、
民
、
概
、
）

　
追
加
計
上
額
は
四
億
六
〇
五
二
万
四
千
円
、

こ
れ
に
よ
り
四
十
六
年
度
一
般
会
計
総
額
は

一
八
四
億
九
四
一
〇
万
四
千
円
と
な
っ
た
。

　
財
源
は
、
特
別
区
民
税
増
収
見
込
額
二
億

〇
七
八
八
万
五
千
円
が
中
核
を
な
し
、
以
下

繰
越
金
九
五
三
八
万
三
千
円
、
都
支
出
金
七

七
〇
九
万
八
千
円
の
そ
れ
ぞ
れ
追
加
計
上
が

こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
な
お
、
特
別
区
債
も

一
千
万
円
が
追
加
さ
れ
た
。

　
今
回
追
加
の
事
業
予
算
で
は
、
区
民
温
水

プ
ー
ル
用
地
買
収
費
一
億
二
五
〇
〇
万
円
（
財

源
の
う
ち
七
五
〇
〇
万
円
は
前
記
都
支
出
金
）
、

開
発
公
社
借
入
金
の
元
利
償
還
金
八
二
八
九

万
円
、
交
通
安
全
施
設
整
備
費
二
九
三
六
万

三
千
円
の
追
加
、
西
経
堂
団
地
内
へ
の
児
童

館
新
設
費
二
一
四
三
万
円
な
ど
が
、
金
額
的

に
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
項
目
と

し
て
は
、
小
中
学
校
の
地
震
対
策
工
事
費
、

区
立
保
育
園
園
児
の
給
食
費
ア
ッ
プ
、
公
害

測
定
車
購
入
、
健
康
都
市
P
R
映
画
製
作
費

な
ど
が
目
だ
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
債
務
負
担
行
為
も
補
正
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
開
発
公
社
の
昭
和
四
十
六
・

喜
多
見
小
学

一
十
七
件
可
決

七
両
年
度
事
業
資
金
の
わ
く
，
は
、
約
二
十
九

億
円
と
な
っ
て
い
る
。

●
喜
多
見
小
学
校
（
畔
）
用
地
の
取
得
（
賛
噛
全
員
）

　
砧
小
学
校
マ
ン
モ
ス
化
の
緩
和
策
。

（
所
在
）
喜
多
見
三
丁
目
四
四
一
七
番
ほ
か

（
面
積
）
一
万
二
四
〇
一
丁
九
四
七
平
方
層

（
買
収
金
額
）
五
億
二
〇
六
〇
万
二
千
円

●
「
み
ど
り
｝
の
保
存
条
例
（
賛
成
全
頁
）

　
環
境
保
全
の
た
め
に
、
民
有
の
樹
林
を
区

の
手
で
保
護
す
る
。
健
康
都
市
宣
言
事
業
の

一
環
。
7
月
1
5
日
施
行
。

●
消
費
経
済
対
策
委
員
会
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
膿
嗣
、
共
、
公
、
民
、
椛
、
）

　
消
費
者
対
策
充
実
の
た
め
、
従
来
の
商
工

セ
ン
タ
ー
運
営
委
を
発
展
的
に
改
組
し
た
区

　
　
し
も
ん

長
の
諮
問
機
関
。
商
工
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

も
タ
ヅ
チ
す
る
。
構
成
員
は
消
費
者
代
表
、

区
議
な
ど
十
七
人
。
7
月
1
5
日
施
行
。

●
区
民
会
館
設
置
・
管
理
条
例
の
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
砧
区
民
会
館
（
成
城
六
丁
目
二
ー
一
）
の

新
設
に
よ
り
、
使
用
規
定
の
追
加
。
施
行
日

未
定
。

●
福
祉
会
館
条
例
の
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
喜
多
見
福
祉
会
館
（
喜
多
見
五
丁
目
一
一

－
一
〇
）
の
新
設
。
1
0
月
1
日
施
行
。

●
児
童
館
条
例
の
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
鳥
山
児
童
館
（
南
鳥
山
六
丁
目
二
二
－
一

四
、
鳥
山
保
育
園
と
併
設
）
の
新
設
。
9
月

1
日
施
行
。

●
児
童
遊
園
条
例
の
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
瀬
田
西
児
童
遊
園
（
玉
川
瀬
田
町
四
三
九
）

の
廃
止
と
庄
居
表
示
実
施
に
よ
る
七
園
の
位

置
表
示
変
更
（
別
掲
）
。

●
住
居
表
示
審
議
会
条
例
の
廃
止
（
贅
成
全
員
）

　
区
内
全
域
の
住
居
表
示
実
施
が
確
定
し
た

の
で
、
同
機
関
を
解
消
。
7
月
1
5
日
施
行
。

●
職
員
退
職
手
当
条
例
の
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
都
お
よ
び
他
の
区
に
在
職
し
て
い
た
区
職

員
に
つ
い
て
、
退
職
手
当
算
定
の
際
の
算
入

期
間
を
拡
大
す
る
。
3
月
3
1
日
か
ら
適
用
。

．
礒
苫
委
員
の
推
薦

　
区
長
が
選
任
す
る
委
員
の
う
ち
、
議
会
が

推
薦
す
る
委
員
を
次
の
と
お
り
欠
員
補
充
。

　
梶
山
正
二
（
自
民
）
　
志
茂
京
子
（
社
会
）

●
区
施
設
の
位
置
衰
示
、
所
管
区
域
の
変
更

　
住
居
表
示
の
実
施
、
施
設
の
移
転
等
に
よ

り
、
左
の
施
設
の
位
置
表
示
、
所
管
区
域
等

が
変
わ
る
。
関
係
条
例
改
正
は
、
前
記
児
童

遊
園
条
例
を
除
く
と
七
件
。
施
行
は
い
ず
れ

も
9
月
1
日
。

出
張
所
”
第
一
、
第
六
、
第
七
、
玉
川
第
四
、

　
同
第
五
、
砧
第
一
、
同
第
二
、
同
第
五
。

敬
老
会
館
口
用
賀
、
祖
師
谷
。

福
祉
地
区
H
世
田
谷
、
北
沢
、
玉
川
、
砧
。

保
育
園
口
烏
山
、
用
賀
、
砧
。

公
園
H
笠
森
、
塚
戸
。

児
童
遊
園
”
身
延
山
、
瀬
田
束
、
用
賀
、
廻

　
沢
、
廻
沢
稲
荷
、
祖
師
谷
、
廻
沢
南
。

学
校
等
に
京
西
小
、
桜
町
小
、
瀬
田
小
、
塚

　
戸
小
、
・
祖
師
谷
小
、
瀬
田
中
、
千
歳
中
、

　
塚
戸
幼
稚
園
、
学
校
給
食
調
理
場
。

●
報
告

　
○
昭
和
四
十
五
年
度
繰
越
明
許
費
計
算
書

　
　
道
路
用
地
買
収
事
業
な
ど
九
事
業
、
総

　
額
四
億
二
四
三
〇
万
二
〇
〇
二
円
。

　
○
昭
和
四
十
五
年
度
事
故
繰
越
し
計
算
書

　
　
路
面
改
良
事
業
な
ど
四
事
業
、
総
額
五

　
〇
八
三
万
七
七
二
五
円
。

　
○
昭
和
四
十
五
年
度
定
期
監
査
報
告

土
鼠
見
圭
早
亜
革
掬
玉
圭
8

　
保
険
医
総
辞
退
間
題

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
要
望
書

（
要
旨
）
　
7
月
1
日
か
ら
の
保
険
医
総

辞
退
に
よ
り
、
区
民
の
医
療
と
生
活
は
深

刻
な
事
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
政
府

が
日
本
医
師
会
と
の
紛
争
を
避
け
る
た
め

の
具
体
的
な
対
策
を
立
て
ず
、
こ
の
事
態

を
招
い
た
こ
と
は
遺
憾
に
た
え
な
い
。

　
健
康
都
市
宣
言
を
行
な
っ
た
当
区
と
し

て
は
、
住
民
不
安
解
消
の
た
め
に
努
力
し

て
い
る
が
、
十
分
で
な
い
。

　
政
府
は
、
庄
民
の
医
療
確
保
の
た
め
に

万
全
の
措
置
を
講
じ
、
国
庫
負
担
を
ふ
や

し
医
療
保
険
制
度
の
充
実
浄
ほ
か
る
な
ど
、

事
態
の
収
拾
に
総
力
を
あ
げ
る
べ
き
だ
。

　
　
7
月
8
日

内
閣
総
理
・
厚
生
・
自
治
各
大
臣
あ

も
、

℃
　
○
昭
和
四
十
六
年
一
月
分
例
月
出
納
検
査

　
○
昭
和
四
十
六
年
二
月
分
例
月
出
納
検
査

　
○
昭
和
四
十
六
年
三
月
分
例
月
出
納
検
査

　
○
昭
和
四
十
六
年
四
月
分
例
月
出
納
検
査

●
新
た
に
認
定
し
た
区
道
　
九
件
（
賛
成
ム
貞
）

所　在　地 延　長

松原’r二J’Hl90～844 79．00所

I　I…町　一r目56 58．25

成城六J一目569 77．90

祖師谷二r口209～213 132．70

祖師谷コ’目214 102．60

祖師谷二」一目756 191．80

祖師谷　・r目1

～祖師谷二∫－目736
88．72

八幡I　lr三rI　nl1 21．00

北，爲山Ll∫’目2224

～2227 92．90

計 844．87

　
7
月
1
日
に
審
査
付
託
し
た
請
願
・
陳
情

の
う
ち
、
次
の
九
件
は
、
8
日
の
本
会
議
で

委
員
会
決
定
ど
お
り
議
決
、
そ
れ
ぞ
れ
執
行

機
関
側
に
送
付
し
た
。

　
な
お
、
今
定
例
会
で
議
会
閉
会
中
の
審
査

に
付
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
四
十
八
件
と

な
っ
て
い
る
。

採
択
分
　
五
件

◇
区
立
幼
稚
園
設
置
促
進
に
関
す
る
請
願

（
旭
小
付
近
）

◇
区
立
奥
沢
小
学
校
特
殊
学
級
教
室
新
設
に

関
す
る
請
願

◇
塚
戸
小
学
校
通
学
区
変
更
に
関
す
る
請
願

◇
交
通
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
請
願
（
代
田
四

丁
目
赤
堤
通
り
付
近
）

◇
下
水
道
工
事
促
進
に
対
す
る
請
願

意
見
付
採
択
分
　
四
件

◇
夏
期
手
当
等
に
関
す
る
請
願
（
自
民
労
連

雄
田
谷
分
会
）

◇
夏
季
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
請
願
（
全

日
自
労
世
田
谷
分
会
）

◇
夏
季
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
請
願
（
世

田
谷
自
由
労
組
）

　
以
上
三
件
に
つ
い
て
の
意
見
H
要
求
各
項

目
に
つ
い
て
は
、
十
分
実
態
を
把
握
し
、
な

る
べ
く
趣
旨
に
そ
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

こ
と
に
、
夏
季
手
当
支
給
額
に
つ
い
て
は
、

で
き
う
る
限
り
努
力
を
し
、
支
給
日
に
つ
い

て
も
可
及
的
（
次
ぺ
ー
ジ
三
段
に
つ
づ
く
）

2
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委
員
会
審
議
か
ら

　
開
発
公
社
が
関
心
を
呼
ぶ

　
　
　
図
ノ
　
企
画
総
務
奮
会

　
今
定
例
会
の
中
心
議
題
で
あ
る
第
二
次
補

正
予
算
は
、
6
月
1
0
日
に
決
定
し
た
都
区
財

政
調
整
に
基
づ
き
、
計
数
整
理
を
し
て
提
案

さ
れ
た
予
算
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
初

約
百
三
十
四
億
九
千
万
円
と
立
て
て
い
た
税

収
見
込
み
は
約
二
億
七
千
万
円
伸
び
て
約
百

三
十
七
億
六
千
万
円
と
補
正
さ
れ
、
財
政
調

整
の
対
象
と
な
る
収
入
額
と
需
要
額
の
差
は

マ
イ
ナ
ス
一
億
円
、
し
た
が
っ
て
そ
の
分
が

財
政
調
整
交
付
金
と
決
ま
っ
た
（
当
初
期
待

額
は
二
億
円
）
。

　
7
月
5
日
、
こ
の
予
算
を
審
議
し
た
企
画

総
務
委
で
は
、
と
く
に
、
償
還
金
を
計
上
し

た
開
発
公
社
に
関
心
が
集
ま
っ
た
。

　
開
発
公
社
は
、
こ
の
二
年
問
で
二
十
九
億

余
の
資
金
を
民
間
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
、

区
が
必
要
な
用
地
を
買
う
、
借
入
金
は
本
年

か
ら
向
う
九
年
間
で
区
が
償
還
す
る
（
元
利

合
計
三
十
六
億
余
）
、
　
資
本
金
は
全
額
区
が

出
資
、
役
員
も
区
長
は
じ
め
区
の
職
員
が
あ

　
ー
ノ

葛
》
も
の
漂
護
の
身
代

り
機
関
で
あ
る
。
こ
の
公
社
は
、
い
わ
ゆ
る

公
共
用
地
の
先
行
取
得
が
従
来
の
起
債
や
用

地
基
金
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
で

案
出
さ
れ
、
5
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
議
会
側
は
、
公
社
の
寄
附
行

為
（
会
柱
の
定
款
に
あ
た
る
）
や
議
会
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
を
ま
だ
聞
い

て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
膨
大
な
資

金
を
動
か
す
区
の
身
代
り
機
関
に
対
し
て
、

議
会
は
ど
こ
ま
で
監
視
機
能
を
果
た
せ
る
か
、

大
き
な
疑
問
が
生
じ
て
き
た
。
と
く
に
革
新

派
か
ら
は
、
公
社
の
事
業
計
画
の
前
提
と
し

て
い
る
総
合
計
画
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で

あ
っ
た
と
し
て
論
争
が
し
か
け
ら
れ
た
り
、

出
資
金
計
上
（
当
初
予
算
）
、
償
還
金
計
上
（
今

次
補
正
）
と
い
う
形
で
議
会
側
に
十
分
な
説

明
の
な
い
ま
ま
理
事
者
独
走
体
制
の
既
成
事

実
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
不
満
が
示
さ
れ
た
り
し
た
。

　
結
局
は
、
議
会
側
と
密
接
な
連
絡
を
と
る

よ
う
要
望
さ
れ
、
理
事
者
側
も
事
業
計
画
や

実
績
を
報
告
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
。
用
地

取
得
難
打
開
の
妙
案
と
し
て
動
き
出
し
た
開

発
公
社
は
、
し
ば
ら
く
の
問
議
会
の
関
心
の

的
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
消
費
者
対
策
で
活
発
な
論
議

簿対

策
委
撫
鷺
盟

日
の
区
民
厚
生
委
で
審
議
し
た
。

　
提
案
理
由
は
、
複
雑
か
つ
広
範
囲
な
消
費

経
済
問
題
を
各
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
た
委
員

が
検
討
し
区
長
に
答
申
を
行
な
う
、
そ
れ
を

受
け
て
区
が
消
費
者
行
政
を
合
理
的
に
推
進

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
委
員
会
設

置
に
よ
り
従
来
の
商
工
セ
ン
タ
ー
運
営
委
は

廃
止
さ
れ
こ
の
委
員
会
に
統
合
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
消
費
経
済
対
策
充
実
と
い

う
が
、
消
費
者
代
表
が
従
来
の
商
工
セ
ン
タ

ー
運
営
委
よ
り
一
人
ふ
え
た
だ
け
で
は
今
ま

で
と
大
差
な
い
、
ま
た
具
体
的
に
ど
う
い
う

課
題
を
提
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
あ

る
い
は
ど
う
い
う
形
で
検
討
す
る
の
か
も
明

ら
か
で
な
い
と
い
う
点
が
論
議
さ
れ
た
。
と

く
に
、
消
費
者
代
表
が
四
人
で
は
、
消
費
者

の
声
の
十
分
な
反
映
が
望
め
な
い
と
の
意
見

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
区
側
の
説
明
で

は
委
員
は
な
か
な
か
納
得
せ
ず
、
論
議
の
末
、

審
議
は
翌
6
日
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
＼

　
6
日
、
区
側
は
、
消
費
者
の
直
接
の
声
は

今
年
か
ら
発
足
し
た
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
（
二

十
四
人
）
の
活
動
で
か
な
り
区
に
と
ど
い
て

い
る
、
当
初
は
消
費
者
代
表
四
人
の
わ
く
で

出
発
し
、
運
営
上
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
増

　
　
　
　
　
し
も
ん

員
し
た
い
、
諮
闇
内
容
は
区
で
で
き
う
る
範

囲
ま
で
広
げ
た
い
と
の
意
向
を
示
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
区
が
他
区
に
先
行
し
て
こ

う
い
う
機
関
を
設
け
る
こ
と
は
評
価
す
べ
き

だ
と
の
声
が
お
お
か
た
の
意
見
で
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。
た
だ
、
お
ざ
な
り
な
機
関

と
な
ら
な
い
よ
う
活
用
す
る
こ
と
、
人
選
や

消
費
者
代
表
の
増
員
に
は
と
く
に
留
意
す
る

こ
と
、
消
費
者
の
声
を
聞
く
場
を
多
く
つ
く

る
こ
と
、
答
申
が
あ
っ
た
場
合
に
は
審
議
経

過
で
出
た
意
見
も
謙
虚
に
取
り
入
れ
て
実
行

す
る
こ
と
、
な
ど
の
注
文
が
あ
っ
た
。

　
効
果
あ
が
る
か
緑
の
保
存

　
　
　
　
譜
　
　
建
設
萎

　
「
み
ど
り
」
の
保
存
条
例
を
審
議
し
た
、
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

（
前
ぺ
ー
ジ
か
ら
の
つ
づ
き
）
す
詫
や
か
に

支
給
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
弦
巻
通
り
信
号
機
設
置
に
関
す
る
請
願

　
意
見
H
願
意
に
そ
セ
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

継
続
審
議
分
　
　
四
十
八
件

世
田
谷
区
鳥
由
小
学
校
跡
地
の
施
設
建
設
に
関
す
る
請
願

砧
仮
支
所
跡
地
に
保
育
所
を
A
．
］
め
た
児
敵
館
建
設
に
関
す
る

　
請
願

砧
仮
庁
舎
跡
地
に
公
共
施
設
建
設
に
関
す
る
請
願

旧
軍
人
等
に
対
す
る
恩
給
処
遇
の
改
跨
等
に
関
す
る
請
願

一
二
宿
地
区
に
区
就
保
育
園
設
置
に
関
す
る
請
願

精
神
病
の
入
院
医
療
費
を
都
と
区
市
町
村
の
負
担
に
よ
る
国

　
民
健
康
保
険
の
↑
割
給
付
制
の
実
施
方
を
嬰
請
す
る
請
願

等
々
力
、
野
毛
、
上
野
毛
地
域
に
区
立
保
育
園
を
設
置
す
る

　
請
願

宮
坂
、
豪
徳
寺
地
域
の
保
育
所
設
置
に
関
す
る
譜
願

世
田
谷
区
に
居
住
す
る
朝
鮮
公
民
の
国
民
健
康
保
険
加
入
に

　
関
す
る
請
願

建
設
労
働
者
に
ふ
さ
わ
し
い
労
働
者
保
険
の
適
用
と
建
設
国

　
保
組
合
に
対
す
る
国
庵
負
担
増
額
等
に
関
す
る
請
願

学
童
保
膏
設
置
に
関
す
る
請
願
（
鳥
山
小
学
校
地
域
）

笹
田
谷
区
南
鳥
山
五
r
目
の
一
部
を
商
業
地
区
に
指
定
す
る

　
請
願

呑
川
の
将
来
計
圃
に
つ
い
て
の
請
願
ー
一
部
－

側
構
改
修
並
に
L
型
取
付
に
関
す
る
請
願
（
梅
丘
一
．
j
目
五

　
二
番
ー
五
九
番
付
近
）

砧
南
小
学
校
通
学
路
整
備
に
関
す
る
陳
惜

側
構
の
蓋
掛
け
に
関
す
る
請
願
（
宮
坂
．
了
目
三
濫
～
几
吊
先
）

公
共
溝
渠
の
清
掃
、
礫
、
蓋
掛
け
に
関
す
る
請
願
（
E
川

　
三
丁
旦
二
番
、
三
八
爵
ー
四
r
目
一
一
階
、
二
四
番
）

園
七
館
大
学
グ
ラ
ン
ド
の
砂
埃
防
止
に
関
す
る
請
願

溝
渠
改
修
工
事
依
頼
に
関
す
る
請
願
（
八
幡
山
一
ノ
．
一
ノ

　
一
六
先
）

束
宝
ボ
ー
リ
ン
グ
場
建
築
確
認
取
消
し
に
関
す
る
請
願

店
舗
並
ぴ
に
共
同
住
宅
建
設
工
事
の
中
止
に
関
す
る
請
願

　
（
野
沢
二
丁
目
）

労
働
秘
学
研
究
所
跡
地
の
建
設
物
に
関
す
る
諸
閤
題
に
対
す

る
請
願

希
望
ヶ
丘
土
地
区
画
整
理
地
域
一
部
除
外
に
関
す
る
請
願

排
水
に
関
す
る
請
願
（
上
祖
師
谷
じ
丁
目
二
九
階
三
〇
番
先
）

道
路
側
溝
に
L
型
蓋
掛
と
側
溝
改
修
に
関
す
る
請
願
（
南
鳥

　
山
六
丁
目
三
四
爵
三
五
番
三
八
番
先
）

小
田
急
線
経
堂
駅
前
広
場
設
置
に
関
す
る
請
願

側
溝
完
備
と
道
路
舗
装
に
つ
い
て
の
請
願
（
北
鳥
山
九
丁
目

　
一
濤
ー
二
番
付
近
）

す
み
れ
児
激
遊
園
地
の
整
備
に
関
す
る
請
願

建
設
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
労
働
条
件
改
簿
に
関
す
る
請
願

建
設
業
法
。
建
築
基
準
法
等
の
実
施
に
と
も
な
う
請
願

建
築
基
準
法
講
習
会
開
催
に
対
す
る
請
願

総
合
文
化
会
館
建
設
に
関
す
る
請
願

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
照
明
設
備
設
置
に
関
す
る
陳
情

束
急
地
ド
鉄
新
玉
川
線
「
駒
沢
大
学
前
」
設
置
に
関
す
る
陳
情

小
田
急
祖
師
谷
大
蔵
駅
南
ロ
常
時
改
札
実
施
に
関
す
る
陳
情

小
田
急
千
歳
船
橋
駅
南
口
常
時
改
札
実
施
に
関
す
る
陳
情

学
薫
通
学
路
車
両
通
行
時
問
規
制
に
つ
い
て
の
請
願
（
南
鳥

　
山
一
丁
一
一
番
先
）

小
田
急
線
の
「
改
蕩
要
求
」
の
実
施
の
促
進
を
婆
請
す
る
請
願

大
型
車
通
行
規
制
に
関
す
る
請
願
（
カ
ノ
サ
幼
稚
園
前
か
ら

　
花
形
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
に
至
る
都
道
）

交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
請
願
（
東
経
堂
団
地
内
道
路
）

交
通
規
制
に
関
す
る
請
願
（
東
松
原
駅
付
近
）

一
方
通
行
指
定
に
関
す
る
請
願
（
桜
上
水
三
丁
目
先
）

交
通
規
制
に
関
す
る
謂
願
（
尾
山
台
一
～
二
丁
目
八
幡
坂
通

　り

）

小
田
急
線
地
下
鉄
化
に
関
す
る
請
願

通
路
安
全
対
策
に
関
す
る
請
願
（
烏
山
児
醍
酬
及
び
保
育
園

　前

）

信
号
機
設
置
に
関
す
る
請
願
（
代
田
一
丁
目
梅
丘
通
り
鎌
倉

通
り
交
差
点
）

押
ボ
タ
ン
信
号
機
設
置
等
に
関
す
る
請
願
（
桜
丘
二
丁
目
二

八
吊
先
）

呑
川
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
の
請
願
－
一
部
1

月
5
日
の
建
設
委
員
会
の
も
よ
う
を
伝
え
よ

う
。

　
条
例
は
、
環
境
保
全
の
た
め
に
民
有
の
樹

木
を
区
の
手
で
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
だ
が
、
条
文
は
、
登
録
に
つ
い
て

お
も
に
規
定
し
て
あ
る
だ
け
で
、
ど
う
い
う

木
を
対
象
と
す
る
か
、
ど
う
い
う
保
護
策
を

講
じ
る
か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
審
議
は
、
そ
の
細
目
を
決
め
る
規

則
の
腹
案
を
聞
き
出
す
形
で
行
な
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
対
象
と
な
る
木
は
、
高
さ
十
五
麿

以
上
で
地
上
一
・
五
屑
の
と
こ
ろ
の
幹
の
周

囲
が
一
・
八
厨
以
上
、
林
の
場
合
は
、
面
積

一
千
平
方
材
以
上
と
し
て
い
る
。
保
護
策
と

し
て
、
枝
を
切
り
そ
ろ
え
た
り
、
肥
料
を
や

る
。
そ
し
て
、
木
は
一
千
本
弱
、
林
の
面
積

は
一
六
万
平
方
屑
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の

条
例
制
定
の
趣
旨
は
、
区
内
一
千
万
平
方
層

に
お
よ
ぶ
公
園
。
緑
地
を
こ
れ
以
上
減
ら
さ

な
い
姿
勢
を
示
し
、
緑
を
た
い
せ
つ
に
し
反

公
害
意
識
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
こ
ろ
に

あ
る
。
以
上
が
区
側
の
説
明
の
概
略
で
あ
っ

た
。　

こ
れ
に
対
し
て
、
委
員
会
で
は
、
木
の
所

有
者
に
登
録
や
届
出
な
ど
の
め
ん
ど
う
な
手

続
き
を
お
し
つ
け
て
か
ん
じ
ん
の
保
護
策
を

条
例
で
朋
記
し
て
い
な
い
、
こ
う
い
う
姿
勢

で
は
た
し
て
実
効
が
あ
が
る
の
か
、
公
共
機

関
自
身
が
再
開
発
工
事
な
ど
で
木
を
そ
ま
つ

に
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
批
判
が

出
た
り
、
一
千
平
方
層
の
林
と
い
っ
て
も
ピ

ン
と
こ
な
い
と
い
う
疑
問
が
示
さ
れ
た
り
し

た
。
区
側
は
、
登
録
も
保
護
も
所
有
者
の
了

解
を
得
て
や
る
が
で
き
る
だ
け
協
力
を
う
る
、

対
象
林
の
面
積
は
弾
力
的
に
考
え
る
、
・
と
説

朋
し
た
。

　
最
後
は
、
保
存
を
と
な
え
る
区
が
自
然
を

破
壊
す
る
よ
う
な
矛
盾
し
た
こ
と
を
し
な
い

よ
う
に
、
保
護
策
を
具
体
的
に
示
し
て
理
解

を
う
る
よ
う
P
R
に
つ
と
め
よ
、
も
っ
と
積

極
的
な
立
場
で
緑
を
ふ
や
し
て
い
く
こ
と
に

取
り
組
め
、
な
ど
の
要
望
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
．
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8月15日世田谷区議会だより

表質問

　
　
世
田
谷
区
教
育
の
将
来
構
想
は

　
　
　
6
）
　
　
　
ー
自
民
党
－

質
問
　
　
「
第
三
の
教
育
改
革
」
と
も
い
わ
れ

る
中
教
審
の
答
申
は
、
六
・
三
・
三
制
を
四

・
四
・
六
制
に
改
革
、
教
員
の
再
教
育
制
度
、

大
学
配
置
を
定
め
た
大
学
基
本
計
画
な
ど
を

骨
子
と
し
て
い
る
。
こ
の
答
申
に
対
す
る
各

方
面
の
反
響
は
大
き
い
が
、
現
行
六
三
制
は

定
着
し
て
い
る
し
、
新
し
い
学
校
体
系
の
開

発
よ
り
む
し
ろ
教
育
内
容
の
改
善
充
実
が
先

決
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
中
教
審
答

申
に
対
す
る
所
信
と
、
世
田
谷
区
の
教
育
行

政
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
か
に
し
て
ほ

し
い
。
と
く
に
、
幼
児
・
生
涯
教
育
の
方
向

を
示
せ
。

区
長
　
中
教
審
の
答
申
は
当
を
得
た
も
の
だ

が
、
体
系
化
す
る
に
は
相
当
の
歳
月
と
手
段

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
将
来
構
想
は
非
常
に
大

き
な
間
題
で
、
か
く
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
も

の
は
い
ま
持
っ
て
い
な
い
。

教
育
長
　
幼
児
教
育
に
つ
い
て
、
中
教
審
答

申
は
、
幼
稚
園
設
置
の
義
務
化
、
私
立
の
公

立
化
、
五
歳
児
の
全
児
就
園
な
ど
を
あ
げ
て

い
る
。
区
も
年
次
計
画
で
建
設
を
進
め
て
き

た
が
、
今
年
度
建
設
の
二
園
で
一
応
は
完
了

す
る
。

質
問
　
用
地
取
得
を
目
的
と
し
た
開
発
公
柱

の
機
能
を
拡
大
し
、
再
開
発
・
下
水
道
促
進

事
業
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

区
長
　
公
社
に
別
の
目
的
を
加
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ほ
か
に
公
社
を
設
立
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
現
実
と
し
て
は
む

ず
か
し
い
。

区
長
準
公
選
方
式
を
ど
う
評
価
す
る

　
　
賂
　
　
　
－
社
会
党

質
問
　
昭
和
2
7
年
の
自
治
法
改
正
に
よ
り
区

長
公
選
が
奪
わ
れ
て
以
来
、
議
会
や
住
民
の

復
活
運
動
が
続
け
ら
れ
、
今
回
中
野
区
で
は

革
新
五
派
の
提
案
に
よ
り
区
長
準
公
選
方
式

の
条
例
が
成
立
し
た
。
都
知
事
は
こ
れ
を
高

く
評
価
し
て
い
る
が
、
区
長
は
ど
う
思
う
か
。

区
長
　
早
く
公
選
制
に
法
改
正
す
べ
き
で
あ

る
。
中
野
方
式
は
、
法
律
上
い
ろ
い
ろ
問
題

が
あ
っ
て
賛
成
で
き
な
い
。
区
長
の
空
白
を

置
か
な
い
世
田
谷
方
式
を
評
価
す
べ
き
だ
。

質
問
　
開
発
公
柱
が
議
会
審
議
を
経
ず
に
用

地
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
議
会
軽
視
だ
。

企
画
部
長
　
所
管
の
委
員
会
に
は
逐
次
報
告

し
、
議
会
と
の
パ
イ
プ
は
通
す
。

質
問
　
奥
沢
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
完
成
し
て
し

ば
ら
く
た
つ
が
、
こ
れ
を
造
成
し
た
地
元
商

店
は
、
工
事
代
金
の
未
納
を
理
由
に
建
築
会

社
か
ら
ビ
ル
の
引
渡
し
を
断
わ
ら
れ
て
い
る
。

負
債
総
額
は
約
十
億
に
も
の
ぽ
り
、
商
店
は

倒
産
寸
前
だ
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
失
敗
事
業

で
あ
る
。
責
任
は
都
区
い
ず
れ
に
あ
る
の
か

は
っ
き
り
さ
せ
、
解
決
策
を
考
え
よ
。

助
役
　
い
ま
の
段
階
で
は
成
功
し
て
は
い
な

い
。
区
は
建
築
技
術
面
で
の
指
導
だ
け
で
、

債
権
債
務
に
関
し
て
は
立
ち
入
っ
て
い
な
か

っ
た
。
な
ん
ら
か
の
解
決
策
を
検
討
中
だ
。

質
問
　
交
付
区
に
な
っ
た
こ
と
を
成
功
だ
と

し
て
い
る
が
、
都
の
措
置
額
や
単
位
費
用
が

低
す
ぎ
て
区
自
主
財
源
の
持
出
し
が
ふ
え
、

保
留
財
源
が
底
を
つ
か
な
い
か
。

区
長
　
自
慢
し
て
は
い
な
い
、
事
実
を
述
べ

た
だ
け
だ
。
学
校
建
設
な
ど
に
自
主
財
源
の

持
出
し
は
必
要
．

住
民
本
位
の
再
開
発
構
想
を
示
せ

療
　
　
共
　

質
問
　
再
開
発
計
画
は
、
住
民
に
公
開
し
、

徹
底
し
て
住
民
の
意
見
を
採
用
す
る
、
実
施

の
段
階
で
は
、
国
と
自
治
体
の
資
金
を
大
幅

に
投
入
す
る
、
こ
れ
が
住
民
本
位
の
町
づ
く

り
の
本
旨
だ
。
こ
う
い
う
観
点
に
立
っ
た
三

軒
茶
屋
再
開
発
構
想
を
示
せ
。

　
商
工
セ
ン
タ
ー
商
業
協
同
組
八
口
は
区
が
指

導
・
監
督
す
べ
き
だ
，
ま
た
、
こ
の
組
合
が
駐

車
場
と
し
て
い
る
土
地
を
区
で
買
う
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
ろ

、
イ
塾
氏

物価高，人手不足，消費水準の上昇，零

児保育の需要は強い。だが，実施にはい
いろあい路もあって，まだ試験段階
（写真1上馬保育園）。

話
が
あ
る
が
、
先
走
っ
た
考
え
だ
。

助
役
・
区
民
部
長
　
三
軒
茶
屋
は
今
年
度
中

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。
防
災

上
の
見
地
か
ら
の
道
路
づ
く
り
に
主
眼
を
置

く
。
商
工
セ
ン
タ
ー
商
業
協
同
組
合
の
指
導

・
監
督
は
都
の
権
限
だ
。
駐
車
場
は
買
う
こ

と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
持
っ
て
い

れ
ば
将
来
の
役
に
は
た
つ
で
あ
ろ
う
。

質
間
　
給
食
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
が
、
実

施
校
は
予
定
の
十
四
校
中
ま
だ
十
校
。
実
施

校
で
も
コ
ン
テ
ナ
の
故
障
、
職
員
の
労
働
過

重
、
学
年
差
を
考
え
な
い
給
食
内
容
な
ど
問

題
が
あ
る
。
現
場
の
声
を
聞
け
。
各
校
方
式

を
な
ぜ
や
ら
な
い
の
か
。

教
育
長
　
な
れ
な
い
た
め
の
問
題
も
あ
る
。

受
入
施
設
は
改
善
を
は
か
る
が
、
全
体
と
し

て
セ
ン
タ
i
方
式
が
好
評
な
の
で
今
後
も
続

け
る
。

質
問
　
下
水
道
整
備
は
、
都
の
五
百
億
の
起

債
が
カ
ギ
。
区
も
積
極
的
に
政
府
に
働
き
か

け
こ
れ
を
認
め
さ
せ
よ
。

区
長
　
都
の
考
え
方
に
協
力
す
る
つ
も
り
だ
。

　
区
内
の
空
地
を
総
点
検
せ
よ

　
　
　
．
華
　
　
－
公
明
党
－

質
問
　
総
合
計
画
の
推
進
に
は
、
用
地
の
取

得
が
先
決
だ
。
用
地
取
得
事
業
の
一
元
化
と
、

区
内
の
空
地
を
総
点
検
し
土
地
所
有
者
の
は

握
を
は
か
れ
．

区
長
　
趣
旨
に
は
同
感
。
あ
る
程
度
の
資
料

は
得
て
い
る
が
、
さ
ら
に
詳
細
に
調
べ
る
。

質
問
　
羽
根
木
・
野
毛
の
区
立
公
園
の
プ
ー

ル
増
設
を
は
か
り
、
総
合
運
動
場
に
夜
問
照

明
を
付
け
よ
。
図
書
館
、
福
祉
会
館
の
夜
間

開
放
は
で
き
な
い
か
。

助
役
・
教
育
長
　
羽
根
木
・
野
毛
に
は
難
点

が
あ
っ
て
プ
ー
ル
建
設
が
で
き
な
い
。
総
合

運
動
場
の
夜
間
照
明
は
、
支
障
の
有
無
を
調

区立の幼稚園はいま6園ある。これを2年
制にという声もあるが，区はまだそこまで
踏み切ってはいない（写真＝中町幼稚園）。

査
中
。
図
書
館
は
世
田
谷
を
除
き
夜
間
開
館

し
て
い
る
。

質
問
　
下
水
道
幹
線
と
し
て
予
定
し
て
い
る

河
川
の
改
修
は
す
る
の
か
。
枝
管
の
建
設
に

　
　
　
　
　
リ
マ
つ
き
よ

伴
い
、
公
共
溝
渠
や
側
溝
の
改
修
は
ど
う
な

る
の
か
。
公
衆
便
所
の
増
設
計
画
は
あ
る
か
。

助
役
　
河
川
改
修
は
し
な
い
、
公
共
溝
渠
も

な
る
べ
く
二
重
投
資
を
避
け
る
。
公
衆
便
所

は
土
地
が
な
い
、
公
園
内
に
設
置
し
て
い
く
。

質
問
　
出
張
所
が
手
狭
、
増
築
計
画
は
あ
る

か
。
健
康
セ
ン
タ
ー
の
用
地
取
得
の
メ
ド
は
。

助
役
　
出
張
所
は
増
築
を
予
定
し
て
基
礎
を

施
工
し
た
も
の
が
あ
る
。
事
務
量
、
所
管
区

域
の
再
編
成
を
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
三
力
年

計
画
で
増
築
し
た
い
。

　
健
康
セ
ン
タ
ー
用
地
は
、
都
税
務
事
務
所

跡
地
取
得
の
メ
ド
が
つ
き
、
買
収
費
も
予
算

に
計
上
し
て
あ
る
。

人
事
権
の
拡
充
と
議
会
事
務
局
の

恥
化
饗
　
欝

委
員
長
松
隈
氏
は
、
区
長
公
選
は
世
論
で
あ

り
、
委
員
の
中
に
こ
れ
に
反
対
す
る
者
は
な

い
と
言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
事
務
と
人
事
権
の
移
譲
と

い
う
階
段
を
経
て
、
つ
ぎ
に
区
長
公
選
と
い

う
の
が
多
数
説
だ
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
機
運
に
あ
る
と
き
、
区
長
は
、

法
改
正
を
待
つ
と
い
う
消
極
的
態
度
を
と
っ

て
い
な
い
で
、
法
の
わ
く
内
で
可
能
な
課
題

を
一
つ
一
つ
克
服
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
だ
。

　
た
と
え
ば
、
都
が
握
っ
て
い
る
た
め
不
合

理
が
生
じ
て
い
る
人
事
権
を
区
へ
移
す
、
こ

れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
区
長
公
選
、
完
全
自

治
へ
と
結
び
つ
く
。
区
長
の
所
信
は
。

区
長
　
質
問
の
趣
旨
に
は
賛
成
だ
。
す
べ
て

の
人
事
権
を
区
に
移
す
こ
と
は
困
難
な
問
題

だ
が
、
三
割
自
治
と
言
わ
れ
ぬ
よ
う
機
会
を

と
ら
え
て
は
主
張
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
議
会
と
執
行
機
関
の
関
係
が
車
の
両

輪
だ
と
す
れ
ば
、
区
議
会
事
務
局
は
車
輪
の

軸
だ
。
そ
の
事
務
局
長
が
課
長
級
に
あ
る
こ

と
は
問
題
。
事
務
局
長
を
部
長
級
と
し
、
事

務
局
組
織
全
体
の
強
化
も
は
か
れ
。

区
長
　
事
務
局
長
を
部
長
職
に
格
上
げ
す
る

こ
と
は
賛
成
だ
が
、
部
の
数
に
つ
い
て
は
都

の
了
解
が
必
要
だ
。
二
十
三
区
の
格
差
調
整

が
で
き
れ
ば
可
能
と
思
う
。

6
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蔑質奥
沢
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
窮
状
を
救
え

塵
聾
に
養
の
喬
を
反
映
さ
せ
よ

質
問
　
奥
沢
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
計
画
に
は
、
当

初
よ
り
反
対
で
あ
っ
た
。
責
任
の
が
れ
せ
ず

に
事
後
処
理
を
せ
よ
（
共
産
）
。
工
事
代
金
を

区
が
肩
代
り
し
て
、
建
設
業
者
か
ら
地
元
商

店
ヘ
ビ
ル
の
引
渡
し
は
で
き
な
い
か
（
自
民
）
。

助
役
　
都
の
計
画
で
実
施
さ
れ
、
区
の
指
導

も
、
お
の
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
。

区
長
　
議
会
全
体
の
要
望
と
し
て
受
け
と
め

何
ら
か
の
解
決
策
に
取
り
組
む
。

質
問
　
都
の
長
期
計
画
と
区
の
総
合
計
画
と

は
か
み
合
っ
て
い
な
い
。
真
に
住
民
の
住
み

よ
い
町
を
っ
く
る
に
は
、
住
民
参
加
の
都
市

計
画
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
（
社
会
）
。

区
長
　
住
民
参
加
と
い
う
が
、
実
際
の
計
圃

策
定
に
は
小
人
数
で
あ
た
る
ほ
か
は
な
く
、

議
会
制
度
を
重
視
し
て
い
る
。

質
問
　
当
初
、
鳥
山
小
跡
地
は
拡
幅
道
路
予

定
地
の
立
ち
の
き
商
店
の
た
め
に
利
用
を
考

え
て
い
た
は
ず
だ
。
企
業
本
位
の
開
発
に
は

反
対
す
る
（
社
会
）
。
総
合
セ
ン
タ
ー
と
烏
山

駅
の
間
を
バ
ス
通
路
と
す
る
こ
と
は
、
交
通

混
雑
を
考
慮
し
て
の
こ
と
か
（
公
明
）
。

　
祖
師
谷
駅
周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て
、
い

き
な
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
ら
れ
た
住
民
は
、

不
安
に
お
の
の
い
て
い
る
。
奥
沢
の
二
の
舞

を
演
じ
る
な
（
共
産
）
。

企
画
部
長
　
鳥
山
セ
ン
タ
ー
計
画
は
、
今
後

も
地
元
民
と
話
合
い
を
持
つ
。
交
通
混
雑
は

避
け
る
。

助
役
　
祖
師
谷
は
、
ア
ン
ヶ
ー
ト
を
地
元
民

か
ら
と
っ
た
が
、
参
考
資
料
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
建
築
確
認
は
実
情
を
よ
く
調
べ
て

　
　
　
園
　
　
区
道
の
讐
ず
さ
ん

質
間
　
建
築
確
認
の
許
可
は
、
基
準
法
に
適

合
し
て
い
れ
ば
、
土
地
の
権
利
関
係
を
考
慮

に
入
れ
ず
許
可
す
る
の
か
。
東
宝
ボ
ー
リ
ン

グ
場
を
建
築
許
可
し
た
の
は
遺
憾
だ
。
ま
た
、

日
照
問
題
で
は
、
公
共
施
設
だ
け
で
も
住
民

に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
（
社
会
）
。

建
築
部
長
　
基
準
法
に
は
、
土
地
の
権
利
関

係
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
。
建
物
が
法
に

違
反
し
て
い
な
い
以
上
許
可
す
る
。
日
照
問

題
は
な
る
べ
く
避
け
る
。

質
問
　
北
沢
中
東
側
道
路
は
、
登
記
が
な
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
学
校
側
と
住
民
と
が
ト

ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
る
。
適
正
な
財
産
管

理
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
（
社
会
）
。

土
木
部
長
　
所
有
権
変
更
登
記
は
し
て
い
な

い
現
状
だ
。

教
育
長
　
こ
の
土
地
の
境
界
は
明
確
だ
。
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
学
校
長
と
話
し
合
い
、

解
決
を
は
か
る
。

質
間
　
萸
京
に
震
度
六
の
地
震
が
発
生
し
た

ら
、
都
内
九
〇
％
が
焼
失
す
る
と
い
う
。
周

期
的
に
発
生
が
予
測
さ
れ
る
と
き
だ
け
に
、

被
災
対
策
に
は
具
体
的
に
取
り
組
め
（
自
民
）
。

助
役
　
被
災
時
の
心
構
え
を
区
民
に
P
R
し

ま
た
、
食
糧
、
飲
料
水
対
策
は
積
極
的
に
取

り
組
む
。
医
療
品
の
委
託
保
管
は
困
難
だ
。

　
　
　
◎
　
懸
識
醤
鴛
墾

質
間
　
三
軒
茶
屋
・
太
子
堂
地
区
に
は
、
区

立
保
育
園
が
一
園
だ
け
だ
。
用
地
難
を
克
服

し
て
増
設
を
は
か
れ
（
共
産
）
。
総
合
計
画
で

は
、
昭
和
6
0
年
ま
で
に
四
十
八
園
を
新
設
す

る
と
あ
る
が
、
実
情
で
は
建
設
が
急
務
だ
。

委
託
保
育
を
拡
充
す
る
な
ど
解
決
で
き
な
い

か
（
自
民
）
．

区
長
　
総
合
計
画
で
は
、
保
育
園
建
設
を
人

口
の
延
び
と
も
関
連
さ
せ
て
計
画
し
て
い
る
。

巖
低
限
毎
年
二
園
か
ら
三
園
は
建
設
し
た
い
。

厚
生
部
長
　
立
地
条
件
な
ど
の
問
題
点
も
あ

る
が
、
太
子
堂
地
区
に
用
地
を
確
保
で
き
る

見
込
み
だ
。

質
間
　
上
馬
保
育
園
の
零
歳
児
保
育
は
、
真

に
必
要
と
す
る
家
庭
を
対
象
と
す
べ
き
で
は

な
い
か
（
自
民
）
。

厚
生
部
長
　
零
歳
児
保
育
の
問
題
は
、
経
済

人待ち顔の奥沢センタービル。これを延＿
人たちは，資金が続かず，ビルにはいれな㌧
すぐ前の仮設店舗で細々と営業。

面
か
ら
の
生
活
扶
助
的
見
地
で
な
く
、
あ
く

ま
で
児
童
福
祉
を
中
心
と
し
た
考
え
を
基
礎

と
し
て
い
る
。

質
問
　
母
子
寮
の
各
部
屋
の
電
気
容
量
が
五

ア
ン
ペ
ア
で
は
低
す
ぎ
る
。
通
路
の
雨
水
も

な
ん
と
か
で
き
な
い
か
（
公
明
）
。

厚
生
部
長
　
雨
水
は
今
年
中
に
解
決
不
き
る
。

電
気
容
量
は
、
社
会
一
般
の
生
活
水
準
と
合

わ
せ
検
討
し
て
み
る
。

質
問
　
婦
人
ガ
ン
の
無
料
検
診
は
好
評
を
呼

ん
だ
が
、
ま
だ
検
診
を
必
要
と
し
て
い
る
婦

人
が
多
数
い
る
、
要
望
に
こ
た
え
ら
れ
な
い

か
（
共
産
）
。

区
民
部
長
　
早
急
に
は
で
き
な
い
が
、
今
後
、

区
内
医
師
会
に
働
き
か
け
協
力
を
求
め
る
。

質
問
　
保
護
司
会
の
活
動
に
力
を
入
れ
、
出

所
者
の
更
生
を
安
易
に
み
る
な
（
無
所
属
）
。

区
長
　
保
護
司
会
へ
の
助
成
額
は
、
機
会
を

み
て
増
額
し
た
い
と
思
う
。

狭
い
校
庭
の
拡
張
と
運
動
場
の
増
設
を

　
　
隅
私
褻
園
運
営
の
羅
を
は
か
れ

質
問
　
区
内
の
小
中
学
生
の
体
格
は
良
い
が
、

運
動
能
力
は
劣
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
狭
い
運

動
場
が
走
る
力
を
奪
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
キ
あ
い

地
拡
張
の
打
開
策
は
あ
る
か
。
狭
隣
校
か
ら

の
鉄
筋
化
を
考
え
よ
（
共
産
）
。

教
育
長
　
学
校
周
辺
は
、
道
路
、
民
家
が
あ

り
拡
張
は
困
難
だ
。
鉄
筋
化
は
本
年
度
に
二

千
坪
以
下
の
四
校
を
完
成
さ
せ
る
。

質
問
　
青
少
年
の
不
良
化
防
止
に
は
、
ス
ポ

ー
ッ
振
興
が
最
良
策
と
考
え
る
。
無
料
使
用

で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
つ
く
れ
（
無
所
属
）
。

教
育
長
　
都
と
交
渉
し
、
多
摩
川
河
川
敷
を

借
用
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
増
設
を
考
え
て
い
る
。

質
問
　
私
立
幼
稚
園
の
定
員
オ
ー
バ
ー
な
ど

に
対
し
て
は
、
適
切
な
行
政
指
導
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。
私
立
幼
稚
園
協
会
へ
の
助
成
目

的
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
区
立
幼

稚
園
の
教
材
費
と
父
兄
の
寄
付
行
為
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
（
社
会
）
。

総
務
部
長
　
行
政
指
導
は
し
て
い
る
。
助
成

の
目
的
は
、
幼
児
教
育
の
振
興
と
父
兄
負
担

の
軽
減
に
あ
る
。

教
育
長
　
幼
稚
園
は
、
義
務
教
育
で
は
な
い

が
、
公
立
と
い
う
立
場
か
ら
、
教
材
費
の
予

算
措
置
は
し
て
あ
る
し
、
寄
付
は
正
式
手
続

き
を
ふ
む
よ
う
指
導
す
る
。

職
粗
欝
鰻
韓
翻
讐

質
間
　
粗
大
ゴ
ミ
は
、
交
通
障
害
と
な
っ
た

り
、
公
衆
衛
生
上
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
る
。

夏
に
向
っ
て
ふ
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
対
策
は

な
い
の
か
（
自
民
）
。

助
役
　
都
の
清
掃
事
務
所
と
協
議
し
、
対
策

を
考
え
た
い
。
区
が
土
地
を
得
て
集
積
所
を

設
け
れ
ば
よ
い
が
、
も
の
が
も
の
だ
け
に
、

む
ず
か
し
い
。

質
問
　
牛
乳
ポ
リ
容
器
は
、
メ
ー
カ
i
側
の

回
収
を
条
件
に
使
用
許
可
と
な
っ
た
が
、
新

た
な
廃
棄
物
公
害
を
生
み
だ
す
も
と
だ
。
区

の
見
解
は
（
社
会
）
。

区
民
部
長
　
ポ
リ
容
器
の
使
用
は
、
権
限
外

の
こ
と
だ
が
望
ま
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

質
間
　
中
小
企
業
経
営
近
代
化
融
資
制
度
は
、

条
件
が
き
び
し
い
う
え
に
手
続
き
が
複
雑
、

利
用
者
の
実
情
に
あ
っ
て
い
な
い
（
自
民
）
。

区
民
部
長
　
企
業
の
経
営
デ
ー
タ
、
決
算
書

の
提
出
な
ど
は
、
近
代
化
へ
の
一
つ
の
試
練
。

　
　
　
　
選
挙
事
務
の
改
善
を
は
か
れ

n
働
　
　
出
張
所
は
わ
か
り
や
す
い
名
称
に

質
問
　
不
在
者
投
票
に
は
投
票
箱
を
使
用
し
、

選
挙
民
の
不
安
を
な
く
せ
。
ま
た
、
投
票
所

増
設
、
在
宅
投
票
制
度
、
選
挙
公
報
発
行
な

ど
運
営
面
の
改
善
。
充
実
を
（
公
明
）
。

選
管
委
員
長
　
不
在
者
投
票
は
じ
ん
速
な
事

務
処
理
が
必
要
だ
、
万
全
を
期
し
て
い
る
。

投
票
区
域
の
再
編
に
は
着
手
し
て
い
る
が
、

他
は
、
職
員
の
人
手
、
準
備
期
間
の
問
題
で

実
現
困
難
だ
．

質
問
　
区
役
所
出
張
所
の
番
号
名
称
は
、
区

民
に
わ
か
り
に
く
く
不
便
だ
。
親
近
感
の
あ

る
名
称
に
変
え
る
べ
き
だ
（
公
朋
）
。

助
役
　
出
張
所
の
名
称
は
住
民
感
覚
に
合
う

よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

7
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　　　呼　　“　－　㌃“　　　　　、τ　　　　｛　　　盛一　　唖｝　唖“

㌶
＼
恥
，
、

啓　
馬
込
の
緑
ガ
丘
か
ら
こ
の
初
夏
の
世
田

谷
に
転
居
い
た
し
ま
し
た
。
実
は
砧
村
の

成
城
学
園
へ
通
う
小
さ
い
子
た
ち
の
た
め

に
引
き
移
っ
た
わ
け
な
の
で
す
が
、
転
居

は
と
り
も
な
お
さ
ず
家
庭
的
旅
行
で
少
な

く
と
も
新
鮮
な
換
気
法
で
す
。
こ
の
あ
た

り
は
多
摩
川
も
ほ
ど
近
く
、
雄
大
な
木
立

と
雑
草
の
原
が
多
く
、
随
所
に
ま
だ
田
園

の
野
趣
が
あ
ふ
れ
て
見
え
ま
す
。
．
電
車
は

玉
川
電
鉄
下
高
井
戸
線
の
．
松
陰
神
社
前
」

で
降
り
、
東
南
二
丁
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
す
。

渋
谷
か
ら
が
順
路
で
す
が
、
新
宿
か
ら
な

ら
ば
小
田
原
急
行
の
豪
徳
寺
で
乗
換
え
ま

す
。

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
お
知
ら
せ
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々
。

私
切
0

史
緊
歩

三
宿
神
社

真
井
九
郎

　
N
H
K
テ
レ
ビ
朝
の
番
組
「
繭
子
ひ
と
り
」

｛
で
繭
子
が
青
森
か
ら
上
京
し
て
友
人
の
家
を

～
訪
ね
て
い
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。

も

｝
　
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
繭
子
に
行
く
先
を
言

～
わ
れ
た
運
転
手
が
首
を
ひ
ね
る
。

｝
　
「
世
田
谷
に
”
サ
ン
ヤ
ド
”
と
い
う
と
こ
ろ

㎜
が
あ
っ
た
か
な
あ
。
ち
ょ
っ
と
書
い
た
紙
を

｝
見
せ
て
…
…
な
あ
ん
だ
”
ミ
シ
ュ
ク
”
じ
ゃ

～
あ
な
い
か
」
。
　
こ
れ
に
対
し
て
繭
子
は
住
所

｝
を
書
い
た
紙
を
見
つ
め
て
「
そ
う
言
え
ば
、

一
そ
ん
な
ふ
う
に
も
読
め
る
わ
ね
」
。
　
と
い
う

｛
上
京
者
と
の
笑
い
話
が
は
い
っ
て
い
た
。

マ

褻名

蒙
■
一

　写真＝九品仏浄真寺の千本杉。

っ
た
多
聞
小
の
そ
ば
に
あ
る
。

　
ウ
カ
ノ
し
も
ク
リ
　
ノ
ミ
コ
ト
ま
つ
　
　
　
い
な
ゆ

　
倉
稲
魂
命
を
杞
っ
た
稲
荷
神
祉
で
、
お
稲

荷
さ
ん
と
言
え
ば
キ
ツ
ネ
が
つ
き
も
の
だ
が
、

こ
の
神
社
は
タ
ヌ
キ
ば
や
し
で
も
有
名
。
毎

年
㊧
網
2
3
日
の
例
祭
に
は
タ
ヌ
キ
ば
や
し
の

お
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
び
し
や
も
ん

　
ま
た
、
こ
こ
は
毘
沙
門
さ
ま
と
呼
ば
れ
る

が
、
こ
れ
は
多
閣
寺
（
現
在
廃
寺
）
の
毘
沙

門
堂
の
本
堂
を
こ
こ
に
移
し
た
た
め
と
い
う
。

－
『
古
今
名
家
書
翰
文
大
榮
成
』
元
社
昭
和
9
年
刊
所
収
ー

　
こ
れ
は
、
昭
和
3
年
、
詩
人
北
原
白
秋
が

区
内
若
林
に
移
転
し
た
と
き
の
転
居
通
知
で

あ
る
。
白
秋
は
、
こ
こ
で
歌
集
「
印
詠
風
」
な

ど
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
世
田
谷

の
自
然
が
数
多
く
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
当

時
の
世
田
谷
が
、
い
か
に
木
が
多
く
、
風
情

が
あ
っ
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
四
十
年
余
を
経
た
今
日
で
は
、
と
て
も
野

趣
な
ど
は
な
い
。
立
ち
並
ん
だ
住
宅
の
間
か

ら
、
わ
ず
か
に
木
立
が
の
ぞ
く
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
他
区
か
ら
訪
れ
た
人
は
、
世
田
谷

区
は
緑
が
多
い
と
う
ら
や
ま
し
が
る
。

　
昭
和
4
3
年
に
、
ケ
ヤ
キ
が
世
田
谷
区
の
木

と
し
て
区
民
か
ら
選
ば
れ
た
。
ケ
ヤ
キ
は
、

成
長
が
早
く
、
寿
命
も
長
い
。
い
わ
ば
、
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

三
宿
神
社
は
淡
島
通
り
か
ら
す
こ
し
は
い
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

　
筆
者
紹
介
”
本
名
は
海
野
幸
秀
氏
。
現
往
朝

東
京
新
聞
川
崎
支
局
次
長
。
か
つ
て
は
世
田
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

谷
を
担
当
、
そ
れ
が
機
縁
で
世
田
谷
区
を
こ
｝

よ
な
く
愛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
↓
人
で
す
。

　
こ
の
文
は
、
本
年
2
月
に
区
亦
発
行
し
た
｛

『
史
跡
散
歩
』
を
手
が
か
り
に
、
由
珊
や
ま
つ
悼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

わ
る
話
を
拾
っ
て
み
た
と
の
こ
と
で
す
。
　
｝

崇
且
ト
ひ
寸
，
尾
し
マ
，
寺
，
｝
，
を
四
，
9
尊
，
“
｝
。
，
φ
卜
尋
，
F
、
ら
怖

　
　
＆

　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　噛　　　　　　　　◎　　　　　　　』　、　　　　　　マ　　　　　　呪』　　　　　｝　　　　与　　　や　　鼎　φ｝

　
よ
う
ぶ
で
長
持
ち
す
る
木
で
あ
る
。
と
こ
ろ

　
が
近
む
ろ
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
が
お
か
し
な
現
象

　
を
起
こ
し
て
き
た
。
秋
で
も
な
い
の
に
葉
が

　
落
ち
て
し
ま
う
の
だ
。
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
、

　
四
回
も
落
葉
し
た
例
さ
え
見
ら
れ
た
。

　
　
環
境
に
対
し
て
も
っ
と
も
強
い
と
言
わ
れ

て
い
る
イ
チ
ョ
ウ
で
さ
え
、
葉
が
黄
色
く
な

　
ら
な
く
な
っ
た
。
葉
の
形
も
す
っ
か
り
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
大
気
汚
染
を
は
じ
め
、

農
薬
の
影
響
や
害
虫
等
の
人
為
的
現
象
で
あ

る
。

　
　
昨
年
来
、
世
田
谷
区
民
は
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
害
が
植
物

に
ま
で
影
響
を
及
ぽ
し
、
ケ
ヤ
キ
の
葉
を
チ

リ
チ
リ
に
縮
れ
さ
せ
た
の
だ
。
こ
れ
で
は
、

「
枯
葉
」
や
「
落
葉
」
の
歌
も
う
た
え
な
い
。

　
環
境
が
変
わ
っ
て
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
失

っ
た
木
は
、
環
境
に
対
応
し
た
有
機
物
を
つ

く
っ
た
り
、
緑
の
葉
を
落
と
し
て
ま
で
も
生

き
の
び
よ
う
と
し
た
り
、
懸
命
と
な
る
。
夏

の
落
葉
や
秋
に
な
っ
て
も
青
い
葉
は
、
木
の

自
衛
現
象
で
あ
る
。

　
い
ま
ま
で
、
木
は
、
人
間
の
生
活
や
精
神

を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
。
春
に
は
萌
え
る
よ
う

な
新
緑
や
若
芽
が
人
間
を
元
気
づ
け
、
夏
に

は
き
び
し
い
日
ざ
し
を
さ
え
ぎ
っ
て
涼
風
を

送
り
、
秋
に
は
目
も
あ
や
な
紅
葉
を
見
せ
て

く
れ
た
。
か
つ
て
、
日
本
民
族
と
共
存
し
、

ち
ん
じ
ゆ

鎮
守
の
森
、
ふ
る
さ
と
の
森
、
屋
敷
林
と
し

て
い
ば
っ
て
い
た
大
木
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が

モ
・
、
、
の
木
で
あ
り
、
ア
カ
マ
ツ
で
あ
る
。
あ

る
い
は
ク
ロ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ

キ
で
あ
る
。

　
そ
の
モ
ミ
の
木
は
、
も
は
や
都
会
に
は
な

い
。
ア
カ
マ
ツ
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
都
会
で
正
常
に
育
っ
て
い
る

木
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
だ
。

　
区
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
「
み
ど
り
」
の
保
存

に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
た
。
　
「
緑
と
太
陽

の
文
化
都
市
」
を
目
ざ
す
総
合
計
画
に
よ
れ

ば
、
将
来
、
多
摩
川
な
ど
に
四
カ
所
の
大
公

園
や
緑
地
公
園
な
ど
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
い
く
ら
値
樹
の
努
力
を
し
て

も
、
日
に
日
に
汚
れ
て
い
く
空
気
で
は
木
は

育
た
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
七
四
年
か
ら
、
大

気
汚
染
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
を
規
制
す
る
考
え
だ
。
排
気
ガ
ス
を

出
す
車
は
、
い
っ
さ
い
走
れ
な
く
よ
畷
．
て
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

だ
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
わ
が
国
で
は
、
ま
だ

や
っ
と
調
査
の
段
階
で
あ
る
。
自
然
保
護
対

策
の
憲
法
と
な
る
「
自
然
保
護
法
」
は
、
来

年
の
夫
で
な
け
れ
ば
制
定
さ
れ
な
い
。

「
こ
の
ま
ま
自
然
が
破
壊
さ
れ
た
ら
、
人
間

で
さ
え
生
存
が
危
い
」
と
科
学
者
が
警
告
す

る
と
こ
ろ
ま
で
、
事
態
は
進
ん
で
い
る
の
だ
。

■
世
田
谷
区
議
会
史
発
刊
の
ご
案
内

　
　
長
ら
く
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
『
世

　
田
谷
区
議
会
史
』
全
巻
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

魅
喝
版
、
ケ
ー
ス
入
り
。
本
文
ぺ
ー
ジ
数
と

頒
布
価
格
は
、

　
　
本
編
一
三
三
九
ぺ
ー
ジ
一
八
O
O
円

　
　
資
料
編
　
一
〇
二
二
ぺ
ー
ジ
　
一
二
〇
〇
円

　
年
表
二
九
六
ぺ
ー
ジ
五
〇
〇
円

　
O
希
望
の
方
は
区
議
会
事
務
局
（
区
役
所
第

二
庁
舎
四
階
）
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
前
記

代
金
に
郵
送
料
（
区
内
で
二
七
〇
円
）
を
添

え
て
左
記
へ
。

　一覇世田

谷
区
世
田
谷
四
丁
目
一
二
－
二
七

　
世
田
谷
区
議
会
事
務
局
長
大
場
啓
二

■
議
員
の
住
所
変
更

高
橋
八
重
子
（
自
民
）
代
沢
三
丁
目
二
五
－
三

　
　
　
　
　
　
　
　
や
は
た
ハ
イ
ツ
三
二
号

■
「
ひ
ろ
ば
」
に
投
書
を

　
今
回
、
投
書
が
な
い
た
め
「
ひ
ろ
ば
」
を
休

載
し
ま
す
。
投
書
の
字
数
は
四
百
～
六
百
字

程
度
。
編
集
部
で
手
を
加
え
た
り
省
略
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
て
先
は
左
記
へ
。

　
〒
雌
　
世
田
谷
区
世
田
谷
四
丁
目
2
1
1
2
7

　
　
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
区
議
会
事
務
局

鳩
隼
傷
記

○
第
二
次
補
正
予
算
は
、
都
区
財
政
調
整
の

決
定
を
受
け
て
計
上
し
た
も
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
で
本
年
度
の
事
業
予
算
は
ほ
ぽ
確
定
し

ま
し
た
。
こ
の
予
算
の
計
上
は
例
年
よ
り
半

月
以
上
も
早
く
、
提
案
を
急
い
だ
理
事
者
の

努
力
は
一
歩
前
進
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

〇
一
般
。
代
表
質
問
者
十
七
人
の
う
ち
、
六

人
も
の
新
人
議
員
が
登
壇
、
新
鮮
な
感
覚
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
つ
し
じ
ん

熱
弁
を
ふ
ゐ
い
、
質
問
戦
の
初
陣
を
飾
り
ま

し
た
。

○
第
三
回
定
例
会
は
9
月
に
開
か
れ
ま
す
。

傍
聴
や
請
願
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
、
区
議
会
事
務
局
（
内
線
五
九
〇
～
五
九

八
）
ま
で
。
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